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「カテーテル関連尿路感染サーベイランス」

カテーテル関連尿路感染サーベイランス
Ⅰ.手順









　　




　　














Ⅱ.報告書例
○○病棟　看護師長
○○様
2009年6月5日

感染管理担当　○○○○

カテーテル関連尿路感染サーベイランス報告

　貴病棟の5月のカテーテル関連尿路感染サーベイランス結果をご報告します。
　昨年10月の閉鎖式カテーテル使用開始後は感染率が低く推移しておりましたが、先月4月以降、再び上昇の兆しがあります。カテーテルの管理方法を再度ご点検ください。

　ご不明な点がありましたら、○○（内線○○）までご連絡ください。
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図　2008年6月～2009年5月の○○病棟におけるカテーテル関連尿路感染率の推移

　　　　　　　（注）感染率（件/1000カテーテル日）

＝カテーテル使用1000日あたりの尿路感染発生件数

　　　　　　　　　　　　＝尿路感染発生件数÷尿路カテーテル使用日数合計×1000
　　　　　　　　　　＊尿路感染発生件数は「症候性尿路感染」と判定された件数
Ⅲ.ワークシート例
1.分母データワークシート例
　＊毎日○時にカテーテルが留置されている患者の数を記入し月末に合計する。
	○年○月
	実施場所
	備考

	
	○○病棟
	△△病棟
	◇◇病棟
	▽▽病棟
	

	1日
	
	
	
	
	

	2日
	
	
	
	
	

	3日
	
	
	
	
	

	4日
	
	
	
	
	

	5日
	
	
	
	
	

	6日
	
	
	
	
	

	7日
	
	
	
	
	

	8日
	
	
	
	
	

	9日
	
	
	
	
	

	10日
	
	
	
	
	

	11日
	
	
	
	
	

	12日
	
	
	
	
	

	13日
	
	
	
	
	

	14日
	
	
	
	
	

	15日
	
	
	
	
	

	16日
	
	
	
	
	

	17日
	
	
	
	
	

	18日
	
	
	
	
	

	19日
	
	
	
	
	

	20日
	
	
	
	
	

	21日
	
	
	
	
	

	22日
	
	
	
	
	

	23日
	
	
	
	
	

	24日
	
	
	
	
	

	25日
	
	
	
	
	

	26日
	
	
	
	
	

	27日
	
	
	
	
	

	28日
	
	
	
	
	

	29日
	
	
	
	
	

	30日
	
	
	
	
	

	31日
	
	
	
	
	

	合計（分母）
	
	
	
	
	


2.分子データワークシート例
　カテーテル留置患者ID　　　　　　　　氏名　　　　　　　年齢　　病棟名　 　　　　　 

対象外





月初めから月末まで実施場所の患者で


判定基準に合致する患者の数を数える





複数の病棟や部門？





その病棟や部門の毎日のカテーテル留置患者数を数え月末に合計（＝分母）





選んだ病棟や部門ごとに毎日のカテーテル留置患者数を数え月末に合計（＝分母）





はい





いいえ





いいえ





はい





一つの病棟や部門？





選ぶ基準は


「カテーテル留置患者が多い」


「尿路感染が発生すると困る」





施設全体のカテーテル留置患者数を数え月末に合計（＝分母）





1.　実施場所を選び分母データを収集するるぶ





尿路感染なし





カテーテル


留置？





尿路感染の判定基準に合致？





いいえ





はい





2.　分子データを収集する





はい





いいえ





分母データ





月初めから月末までの尿路感染発生件数として合計（＝分子）





3.　カテーテル関連尿路感染率を計算する











分子データ





÷





×1000　　　（件/1000カテーテル日）





4.　実施場所の職員へカテーテル関連尿路感染率を報告する





カテーテル留置中または抜去後48時間以内に、他に確認された原因がなく次の徴候や症状が1つ以上ある？


65歳以上：□恥骨上の圧痛 □肋骨脊柱角痛または圧痛 □尿意切迫 □頻尿 □排尿障害


1～65歳：□発熱(＞38℃) □恥骨上の圧痛 □肋骨脊柱角痛または圧痛 □尿意切迫 □頻尿 □排尿障害　


1歳以下：□発熱(＞38℃、直腸温) □低体温(＜36℃、直腸温) □無呼吸 □徐脈 □排尿障害 □傾眠 □嘔吐





次のどれか1つでも当てはまる？


□尿試験紙法で白血球エステラーゼ、硝酸塩試験の両方か一方が陽性


□遠心分離していない膿尿で、尿白血球数が10個/mm3以上、または3個/HPF以上


□遠心分離していない尿のグラム染色で微生物が確認





無菌的採取の尿培養で2菌種以下の微生物が105CFU/mL以上検出？





ある





無菌的採取の尿培養で2菌種以下の微生物が103CFU/mL以上検出？





ない





次の2つとも当てはまる？


□無菌的採取の尿培養で2菌種以下の微生物が105CFU/mL以上検出


□検出菌の少なくとも1菌種は尿路感染病原菌（グラム陰性桿菌、黄色ブドウ球菌属、酵母菌類、β溶血性レンサ球菌属、腸球菌属、ガードネレラ・ヴァリナリス、アエロコッカス・ウリナエ、ウレアーゼ産生コリネバクテリウム）





症候性尿路感染


発生日　　　　　　





「尿路感染」なし





＊「症候性尿路感染」のみ数えるか、「無症候性菌血症性尿路感染」も別に数えるかは、施設で判断。





無症候性菌血症性尿路感染


発生日　　　　　





いいえ





いいえ





いいえ





はい





はい





はい





いいえ





はい





感染率（件/1000カテーテル日）（注）
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閉鎖式





カテーテル





使用開始





血液培養が陽性で、検出菌の少なくとも1種類は尿培養の検出菌と一致している
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